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大型類人猿情報ネットワーク（GAIN）は、日本国内で飼育されている大型類人猿の情報整
備をおこない、飼育施設と研究者とのネットワーク作りに取り組んでいます。活動内容はおも
に以下の二つです。
（１）国内飼育の大型類人猿の情報を収集し、Web上に公開する。
（２）飼育個体が不幸にも死亡した場合や出産時などに、研究者に個体由来サンプルを提供
する。
ワシントン条約で絶滅危惧種に規定されている大型類人猿すなわち「ヒト科３属（チンパン
ジー、ゴリラ、オランウータン）」を、人間理解につながる貴重な存在と位置づけ、それらに関
する情報を共有できる場を提供し、自然の生息地の保全や個体の福祉向上につながる研究
などを支援しています。

飼育施設

GAIN

国内の飼育施設 58施設

チンパンジー 54施設343個体
ゴリラ 10施設 29個体
オランウータン 23施設 52個体

32機関55名の登録研究者情報
を公開（平成20年9月現在）。

個体情報
家系情報
個体群情報

個体由来サンプ
ルの情報提供

飼育施設情報データベース 研究者情報データベース

研究成果の報告統合情報ネットワーク
生体由来物質の情報
死体由来物質の情報

▲家系情報

▲個体ページ ▲個体事例別のサンプル配布情報（Web掲載）

▲GAINのQRコード

大型類人猿由来情報（飼育施設、家系、
個体情報等）は、Webにアクセスすること
でどなたでも利用できます。

■Webでの情報公開■
■大型類人猿由来サンプル配付事業■

配付件数 個体数
チンパンジー 111 11
オランウータン 35 2
ゴリラ 18 2
ボノボ 9 1
合計 173 16

生体由来非侵襲 チンパンジー 18 7
オランウータン 14 1
合計 32 8

205 24

死亡個体由来

由来別配付件数（2002年9月～2007年3月）

合計

利用されたサンプル
は、肝臓や筋肉、脳、
血液、胎盤など多様。

情報資料に加えて、個体由来サ
ンプルの利用を希望される方は、
登録をお願いいたします。

http://www.shigen.nig.ac.jp/gain/
※研究経過、成果の報告が義務付け
られます。


